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．
留

れ
も
各
人
導
攻
の
領
域
に
於
け
る
研
究
で
あ
っ
て
、
原
数
授
の
序
に
蓮
べ
ら

れ
て
履
る
如
く
、
「
京
都
帝
亜
大
學
西
洋
史
學
徒
の
、
墨
悶
報
國
に
示
す
意
嚢

の
捻
現
」
と
し
て
、
其
の
公
刊
が
屡
界
の
内
外
に
劉
し
て
意
嚢
を
持
つ
も
の

．
と
俗
ず
る
次
第
で
あ
る
。

　
所
載
論
交
は
酉
洋
史
學
の
諸
分
野
並
に
時
代
に
亙
り
極
め
て
多
彩
で
あ
る
．
，

が
、
今
こ
れ
を
其
の
主
題
に
よ
っ
て
大
別
す
る
と
、
史
離
史
或
は
史
墨
思
想

史
關
係
の
も
の
が
最
も
多
く
、
原
博
士
の
「
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
研
究
一
を
初
め

と
し
て
、
．
三
喜
田
熊
蝉
氏
「
タ
キ
ト
ウ
ス
の
『
ゲ
ル
呼
、
ー
ニ
ア
』
署
作
目
的

に
卒
す
る
考
察
」
、
井
上
智
勇
氏
「
ア
ウ
グ
ス
チ
ソ
の
胚
史
観
」
、
廉
見
高
年
氏

「
ブ
ル
久
ハ
ル
ト
に
於
け
る
ル
ネ
サ
ン
ス
概
念
」
、
前
川
貞
次
郎
氏
「
、
、
、
シ
ュ
レ
」

と
そ
の
『
世
界
史
序
説
』
、
評
者
の
「
ト
レ
ル
チ
に
於
け
る
廠
史
主
義
の
問

．
願
ご
、
井
上
肇
氏
「
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
に
於
け
る
漣
績
性
の
理
念
」
あ
り
《
次

い
で
宗
教
史
關
係
の
も
の
と
し
て
、
村
田
数
之
亮
氏
「
、
ミ
ケ
」
ネ
的
『
英
雄

崇
辞
』
に
つ
い
て
」
、
岡
島
誠
太
郎
氏
「
昼
型
ハ
㍗
ー
ル
を
通
じ
て
残
る
埃
及
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宗
教
の
一
考
察
」
、
水
川
淵
二
氏
「
中
世
初
期
に
於
け
る
尊
父
崇
敬
の
攣
貌
」
、

富
木
健
糊
氏
「
ζ
岬
夢
〇
白
く
。
昌
≦
Φ
H
籠
。
H
”
費
○
ぴ
江
σ
q
開
。
淳
を
讃
み
て
」
、
が
あ

る
。
更
に
纏
濟
史
に
は
、
鈴
木
取
高
氏
「
中
世
商
業
の
性
賀
㌔
酒
弁
克
E
氏

「
資
本
主
農
概
念
再
聴
講
の
意
義
」
、
上
之
親
夫
氏
「
マ
ー
カ
ソ
テ
ィ
リ
ス
ト
の

・
目
由
思
想
」
｛
思
想
史
に
、
中
肉
治
一
氏
「
二
つ
の
雁
史
主
嚢
」
、
會
田
雄
次
氏

「
ル
ネ
サ
ン
ス
慰
主
論
の
一
性
格
」
、
政
治
外
交
史
關
係
の
も
の
に
、
戦
田
妻

氏
二
割
六
〇
三
分
英
佛
通
商
條
約
と
佛
粥
西
」
、
今
津
晃
氏
采
西
職
爺
と

艶
ッ
キ
ソ
レ
ー
し
が
あ
る
。
三
三
す
る
に
、
一
般
に
思
想
史
的
精
瀞
吏
的
問

題
叉
は
そ
れ
に
似
た
取
り
扱
ひ
方
が
支
醗
的
傾
向
た
る
熟
を
示
し
、
臓
っ
疇
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す
σ

代
別
に
見
れ
ば
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
後
の
近
代
史
研
究
が
牛
以
上
を
占
め
、
そ

こ
に
碧
き
入
々
の
近
代
史
へ
の
闘
心
の
強
さ
を
物
語
る
も
の
が
あ
る
。

　
我
々
は
現
在
有
史
藩
邸
未
曾
君
の
大
繊
爾
を
戦
っ
て
居
る
。
献
立
完
勝
の

道
が
、
箪
な
る
一
局
部
の
職
闘
に
執
は
れ
ざ
る
全
局
面
の
綜
合
的
湖
察
を
侯

っ
て
初
め
て
打
開
さ
れ
る
事
は
、
畢
凡
な
眞
理
で
あ
り
な
が
ら
、
北
ハ
の
實
行

は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
我
々
は
個
人
の
日
常
生
活
に
於
い
て
す
ら
、
穫

々
た
る
一
面
し
か
見
得
な
い
挾
院
な
施
策
が
如
何
に
有
害
で
あ
る
か
を
痛
感

し
て
履
る
。
況
や
國
家
酒
年
の
大
計
は
、
爲
政
者
の
最
も
廣
い
醜
野
と
最
も

深
い
洞
見
と
を
不
可
倣
の
要
件
ど
す
る
導
、
こ
㌧
に
講
論
す
る
を
要
せ
ぬ
。

三
家
の
糠
界
史
的
聯
關
性
を
忘
却
し
だ
近
親
M
眼
納
察
理
乙
部
善
酌
な
國
政
蓮

瞥
の
方
途
が
國
家
に
と
り
如
何
に
角
瞼
で
あ
る
か
は
、
世
界
史
の
あ
ら
ゆ
る

頁
に
其
の
鋤
謹
が
刻
さ
れ
て
膚
る
。
か
』
る
意
味
に
於
い
て
西
洋
史
研
究
は

學
的
研
究
と
し
て
の
意
義
を
越
え
て
、
國
罠
斉
麿
に
高
遍
な
る
無
識
と
擾
微

せ
る
洞
察
力
と
を
植
ゑ
付
け
る
好
箇
の
鞍
尻
と
し
て
再
説
鞠
家
に
役
立
つ
も

の
で
あ
り
又
役
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
研
究
胸
内
の
薄
暗
い
警
防
の
下
、
一
見

迂
遠
に
見
え
る
孜
々
た
る
共
の
研
究
か
ら
生
れ
る
業
績
は
、
共
の
儘
國
家
を

動
か
す
原
動
力
た
る
可
ぎ
も
の
、
艶
姿
洋
史
才
能
』
に
結
副
賄
せ
る
京
大
西
洋
史

研
究
室
の
學
的
成
果
は
、
畢
術
椿
瀞
に
徹
す
る
事
が
直
ち
に
國
家
に
勤
す
る

最
大
の
寄
典
を
成
す
事
賢
の
好
き
典
型
と
な
る
も
㊨
で
あ
る
。
（
日
黒
書
店
刊

行
・
定
債
丑
閥
四
拾
銭
〉
（
譲
尉
正
夫
）

　
満
洲
・
支
那
へ
世
界
地
理
政
治
大
系
）
　
米
倉
二
郎
著

備
洲
∵
支
那
を
論
ず
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
る
が
、
謡
講
は
よ
く
東
洋

（41S）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

地
理
灘
の
傳
統
を
つ
い
で
、
古
交
献
を
蓼
照
し
、
丙
毛
先
墨
の
地
城
的
研
究

夏
に
氏
禽
身
の
側
別
々
奄
を
土
藁
と
し
て
、
從
來
の
地
理
、
雁
史
霧
に
峡
く

る
と
こ
ろ
を
補
ひ
日
誌
か
も
大
東
麗
新
秩
序
の
A
7
後
の
展
開
に
ま
で
論
及
し

た
隣
の
極
め
て
示
唆
深
き
警
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
．

　
総
序
に
あ
っ
て
は
新
秩
序
の
展
…
閉
に
於
い
て
満
…
洲
事
羅
讐
の
意
義
に
重
き
を

お
き
、
第
～
部
　
溝
洲
國
に
て
は
綜
合
立
地
計
譜
と
附
拓
と
を
重
親
し
て
、

特
に
長
白
山
地
潜
を
滴
謝
糊
有
國
土
と
し
て
そ
の
一
臓
的
開
、
獲
の
要
を
論
ず

る
所
が
μ
立
っ
て
る
る
。
第
二
部
支
那
に
於
い
て
は
漢
族
の
獲
展
と
諸
昆

族
と
の
…
醐
係
、
西
が
蔓
略
と
支
那
の
攣
貌
を
詳
細
に
論
じ
、
北
支
那
学
獲
の

配
下
に
て
は
治
安
工
作
上
、
大
名
附
近
の
省
界
の
是
正
、
潅
北
の
薪
省
創
設

を
提
唱
し
て
屠
り
、
南
支
那
に
て
は
國
土
構
造
の
多
元
性
と
海
洋
的
性
絡
を

も
っ
こ
と
よ
り
爾
方
圏
に
於
け
る
華
僑
誓
言
を
論
じ
、
海
術
島
の
地
政
墨
的

位
置
の
重
要
性
を
指
摘
、
西
南
支
那
は
蔦
政
灌
、
西
北
支
那
は
回
教
徒
及
共

義
軍
と
の
芝
葺
を
主
に
し
て
そ
の
動
向
に
言
及
し
て
み
る
。

　
か
く
て
総
結
た
る
新
秩
序
の
飽
政
串
に
て
は
、
大
東
瓶
共
榮
悶
の
構
洗
は

大
陸
、
海
洋
綜
合
型
の
領
域
構
造
を
と
る
べ
き
も
の
で
あ
り
・
、
そ
の
た
め
に

は
璽
要
な
る
陸
上
海
上
ル
ー
ト
の
掌
握
は
も
と
よ
り
、
更
に
大
陸
と
海
洋
と

の
聯
絡
ル
ー
ト
確
保
の
要
を
論
じ
、
最
後
に
口
木
民
族
は
海
洋
的
島
撰
的
性

絡
…
を
も
ち
、
，
島
、
溜
海
地
の
纒
髄
に
は
纒
瞼
あ
る
も
、
大
東
亜
圏
は
海
洋
、

大
陸
を
包
含
す
る
も
の
な
れ
ば
、
羅
國
は
大
陸
に
確
圏
た
る
基
地
を
も
つ
要
，

が
あ
り
、
灘
…
洲
棚
拓
厩
政
策
は
大
東
距
圏
の
彌
榮
の
爲
に
最
も
慨
久
…
的
基
本

的
事
業
た
り
、
更
に
入
浮
輪
宇
の
理
想
は
日
本
民
族
が
常
に
開
頭
薪
的
精
憩

を
堅
持
す
る
．
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
逮
成
さ
れ
る
所
で
あ
っ
て
、
蒲
洲
開
拓
民
．
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は
そ
の
先
鵬
で
あ
り
、
爾
無
の
共
榮
閥
町
域
に
区
長
す
べ
き
日
墨
入
の
以
て

範
と
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
と
論
じ
て
結
び
と
レ
て
る
る
。
論
旨
明
確
、
蓋

し
大
陸
建
設
に
資
す
る
所
あ
る
べ
き
懲
と
す
る
。
（
昭
和
十
九
年
六
月
・
．
．
白
楊

計
∵
A
5
版
・
鑓
九
胤
頁
・
定
偵
恥
毛
）
（
木
村
憲
治
）

満
洲
の
．
史
蹟

村
田
治
郎
著

　
現
時
の
史
蹟
に
寵
す
る
研
究
、
乃
至
調
査
報
告
の
類
が
、
紡
ζ
読
響
納
に

過
ぎ
て
、
專
攻
撃
以
外
の
者
に
近
附
き
難
い
感
じ
を
輿
へ
て
る
た
の
は
雍
獲

で
あ
る
。
從
っ
て
騰
史
に
興
喋
を
持
ち
、
史
蹟
に
就
い
て
傭
ら
ん
と
す
る
一

般
入
士
は
勿
論
の
こ
と
、
春
郊
陞
そ
の
も
の
」
研
究
碧
に
と
っ
て
も
、
史
蹟
に
．

駕
す
る
一
般
的
知
識
を
得
る
必
要
に
泣
ら
れ
な
が
ら
も
、
平
易
に
蓮
べ
ら
れ

た
概
論
警
を
敏
く
が
た
め
に
現
在
甚
だ
不
充
分
な
實
状
に
置
か
れ
て
み
る
。

瀦
洲
の
史
蹟
に
就
い
て
も
此
の
購
は
同
様
で
あ
っ
て
、
一
小
地
域
乃
至
一
遺

跡
に
關
す
る
極
め
て
詳
細
な
調
査
報
告
書
の
類
の
獲
表
せ
1
5
れ
た
も
の
は
少

く
な
い
が
、
時
代
的
、
地
域
的
に
全
般
に
わ
た
っ
た
概
説
激
口
は
、
「
ま
だ
一
珊

も
な
い
」
と
醐
試
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
實
状
に
あ
る
。
本
警
は
序
文
に
述
べ
ら
れ

て
み
る
如
く
、
評
者
が
第
一
の
目
的
と
し
て
、
此
の
全
獣
的
展
豊
を
專
門
外

の
晶
々
に
輿
へ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
併
せ
．
て
現
在
愈
ζ
興
隆
に
赴

き
つ
鼠
あ
る
満
洲
國
の
建
國
牽
周
年
を
醜
溢
す
る
意
に
出
で
た
も
の
で
あ

る
。
か
く
て
右
の
意
圃
に
副
ふ
べ
く
、
本
書
に
は
一
書
に
上
る
多
望
の
陶
版

と
六
十
の
挿
圃
と
を
加
へ
、
器
財
的
な
術
語
は
出
來
る
限
り
舳
選
け
て
平
易
な

口
語
交
を
以
て
述
べ
ら
れ
て
み
る
が
、
別
に
各
鱗
の
終
り
に
は
研
究
交
献
の

紹
介
を
以
て
し
、
ま
た
巻
末
に
は
詳
細
な
索
引
、
史
蹟
地
岡
を
加
へ
て
碧
者
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